	Ａ.Ｏ.Ｍ
	Ｓ.Ｇ.Ｍ

	
	


　       


　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成２１年　２月　２５日　(水)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　本川　沙織　　記録者 　スバベイ　真理子l　　
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する事。

＜連絡事項＞

· 終日隔離、時間隔離についての定義を今後決めていくとの事です。

＜患者様連絡事項＞

・玉井　クニ子様～病状により、食器を投げてしまう為、食事が終了したら食器の回収を行い注意し介入していましたが、最近、栄養より、食器の破損が多く見られているとの指摘がありました。

　　　　　　　　　よって、食事の配膳方法を変更することとなりました。

　　　　　　　　　今後は、北山様と同様、スタッフが配膳するようにしましょう。

　　　　　　　　　食事介助についたスタッフは、全体の流れを見ながら、適時、配膳を行い、観察していきましょう。

　　　　　　　　　現在、どんぶりを厚めの物にしていますが、破損状況改善ない場合は栄養Tが、プラスチック製の丈夫な器を用意するそうです。

・七戸　キミ様～入浴時、ポケットに財布入っており、所持金1000円ありました。

　　　　　　　　財布は本人様へ返し、現金は本日御家族に返却しています。

・村井　八郎様～ソ径ヘルニアがあり、疼痛を訴えており、整復困難となってきています。

　　　　　　　　主治医より他科受診の指示出ています。御家族との主治医面談ある予定となっています。

　　　　　　　　　日時・・・・2月27日（金）　10時～

　　　　　　　　　場所・・・・南病棟Bユニット診察室

・角谷　育子様～業者洗濯の方ですが、隠れて自分で洗濯している事あります。業者洗濯になった意味をその都度説明していきましょう。夜間洗濯していることもあります。夜間の洗濯が多いようであれば、対応を検討していきたいと思います。　　　　　　　　　　　　　
・北山　和子様～本日、ハロマンス（50）１A　筋注行っています。

　　　　　　　　睡眠状態・精神状態、他者とのトラブルの有無を観察していきましょう。

・大沢　とくゑ様～食事の際、口への溜めこみ、咀嚼の不良さ見られます。食事形態の変更も考慮した上で、引き続き摂取状況を観察していきましょう。

＜定期薬変更者＞

· 大沢　とくゑ様～千葉Drより、血液検査の結果でカリウム値が低いとの話あり、

　　　　　　　　　２月20日の夕からアスパラＫ散（無機質製剤）が臨時処方となっていました。今回の定期薬より追加となっています。

　　　　　　　　　アスパラK散（500）　3×ｎｄE　

・瀬川　はな様～現在、独語落ち着き、ゆっくりながら、独歩で移動されています。表情の冴えなさ続き、残食も見られます。減薬となっていますので、引き続き精神状態・歩行状態を観察していきましょう。

　　　　　　　　セディール（5）１T　１×ｖｄｓ　止め

＜皮膚科変更患者様＞

《新規》

・櫛桁　武男様～全身に湿疹・掻痒感みられ、受診されています。急性湿疹との

　　　　　　　　診断であり、デルモゾールＧ軟膏塗布指示あります。

・内城　由蔵様～退院の為、本日で終診となっています。

・古川　徳一様～慢性湿疹は治癒の為、本日で終診となっていますが、引き続き

　　　　　　　　悪化がないよう観察していきましょう。

＜プログラム報告・検討＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・田村　耕一様～表情ぼんやりされ、やや反応の鈍さみられます。易怒的となることはありません。活動へも声掛けで参加できています。レクの時間は立ち歩き少なく、座って参加していることみられます。活動性の維持・気分の安定を図れるように介入していきます。

・瀬川　はな様～声掛けがなければ自室で臥床していることが多く、誘導でプログラム参加しています。独語は聞かれず、静かに参加していますが、やや表情冴えない様子です。活動性の維持を図り、認知機能・身体機能の維持を図っていきましょう。

・板垣　富蔵様～身体不調の訴え少なく、声掛けでプログラム参加すること多くなっています。質問には的外れや同じ事を繰り返して返答してくることあります。また、呂律不良さや嚥下機能の低下みられており、体操などで機能の維持を図っていきましょう。

・助川　幸雄様～転倒事故以来、ぼんやり、意思疎通の不良さ等、心身の機能低下様の症状変化見られます。活気を取り戻すような刺激を与えるよう、プログラム内容を検討してみましょう。

＜担当業務年間報告＞

＝食事・口腔ケア＝

＜業務内容＞

· 病棟患者様の食事形態の把握

・口腔衛生状況評価表のとりまとめ・ケア検討

・カンファレンス内での勉強会実施

＜下半期報告＞

· 食事形態を毎月確認し更新、変更を行う。また、栄養士とも連携をとり、どのような食事形態があり、カロリー数やどんな患者様に適しているかなどの情報提供も行っていきたいと上半期であげていた。しかし、患者様の食事形態はまとめたが、十分な活用がされていなかった。

· 引き続き、毎月１回口腔衛生状況評価の実施、評価表の活用法の見直し、２ヶ月に１回、総合評価更新、掲示を目標としていたが、上半期同様、期限内の提出が周知出来ず、声掛けも十分でなかったため、総合評価やケア方法の検討などが不十分だった。

· 誤嚥性肺炎が多かった３年前（約10名）に比べ、各食後（特に誤嚥性肺炎のリスクが高い患者様へ）の口腔ケアがなされ、熱発患者様や肺炎と診断される患者様が1/3くらい（約3名）に減少した。しかし、口腔ケアの現状をみていると、ただ業務の流れでやっているだけ…的な印象が強く、口腔ケアに関する知識（口腔の解剖、生理機能、手技等）やケアの統一性にかける。

· 拒否のある患者様に対しても根気強く対応していくことで、自らやるようになった。

· カンファレンス内での勉強会で、実施内容の理解度の確認やどんな事を知りたいか等がわかると思い、質疑応答方式の勉強会の実施。参加出来なかったスタッフへの対応策の検討・実施とあげていたが、上半期同様、参加スタッフが少数、関心が薄い感じがあり、こちらも関心を強めるような勉強会の提供ができなかった。その結果、スタッフへの周知・理解度も不十分だったといえる。

＜上半期から下半期への改善点＞

· 患者様の食事摂取量が増えるように(例：上村昭悟郎様)取り組んでいった。

・口腔ケアを拒否的な患者様に対し、根気強く声掛けを行っていくことで、現在では拒否もなく行う患者様が少数ではあるが増えた。

・「食事形態を毎月確認し更新、変更を行う。また、栄養士とも連携をとり、どのような食事形態があり、カロリー数やどんな患者様に適しているかなどの情報提供も行っていきたい」

　と上半期にあげていたが、カンファレンスなどで食形態やカロリーなどが上がった場合に情報提供し、栄養士にも必要時相談し、一部ではあるが、その患者様にあった形態・食事内容を提供できた。

＜来年度担当者への申し送り事項＞

・表の運用方法や担当業務内容の明確化・振り分け・連携が不十分なため、毎月ただただ評価表を各受け持ちスタッフへ配布し、評価・集計していくだけの流れ作業化してしまっていた。

また、評価表も提出期限が守られないことが多く、集計に時間を要し、カンファレンス等で報告が不十分となってしまった。

次回からは、危険度別ケア方法の検討・統一、スタッフ評価期間は毎月1～5日までの期限厳守、統計作業期間6～10日、15日までのカンファレンスで報告を徹底。評価時は都度、患者様の口腔内の変化や清掃状況を確認・周知するよう徹底してもらう。

· 個々の患者様にあった、食事の提供の検討等をもっともてるようにしたい。

· スタッフの周知・理解度・関心の向上の為、勉強会の形式を変更とし、担当から他スタッフへの質問形式とし、不十分な内容を次の勉強会で行っていく形という方法をとっていく。

· 義歯管理の担当を別にせず、統合した方がいいと思われる。

＜田名部Dｒケースカンファレンス＞

・村井　八郎様～ソ径ヘルニアについては、面談時に院外外科受診の方向で御家族へ説明

　　　　　　　　します。（田名部Drより）
・木ノ下　ツヨ様～23日に日赤眼科受診しています。同院より糖尿病の状態等も知りたいとの話あり、当院へ問い合わせの電話が来るとの事でしたが、現在の所、連絡はまだありません。必要であれば、今後、日内変動行う予定です。（田名部Drより）

・荒屋敷　チエ様～腰痛の訴え続いており、時に、攻撃的な態度見られます。日中・夜　　間問わず、自殺行為等ないよう、所在確認を密に行っていきましょう。　　

又、依存的傾向も出現の可能性ある為、必要以上の介入に注意し、自分で出来る事は、ゆっくりでもいいこと説明し行っていただきましょう。（病棟スタッフより）







